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　学校だより第81号をお届け致します。

　本号では、学内、学外、そして世界で活躍する学生の姿をお送り致しております。

　明治期の創立以来、時代は移れども、常に世界と向き合い歩んできた本校ならびに本校学生。

その活躍を、その時々のほんの一部でもお伝えできていれば、幸いです。

　本号におきましても、多くの方に記事をお寄せいただきました。有難うございました。

（増山記）

編集後記

　平成26年10月23日（木）に全2年生のフィールドワークを
実施しました。教育活動の一環として、社会に対する視野を
広めさせることを目的としています。
　青山高原ウィンドファームを見学し、伊賀市のホテルで
テーブルマナー講座を受講しました。

フィールドワーク

NPO法人　故郷の海を愛する会を後援
　平成26年度専攻科（海事システム学専攻）入学式が去る10月1日（水）10時30分から
本校専攻科棟マルチメディア教室において挙行されました。今年度は、第10期生と
なる2名を迎えました。式では、藤田校長の式辞の後、入学生を代表して下薗夏海さん
から挨拶がありました。入学生は新たな希望を胸に、式場をあとにしました。

平成26年度専攻科（海事システム学専攻） 入学式挙行

　平成26年10月22日（水）～10月24日（金）に電子機械工学科4年生、平成26年11月5日（水）～11
月7日（金）に制御情報工学科4年生の工場見学を実施しました。就職活動の一環として、企業に
おける実践的な技術を見聞することにより、技術系の仕事と企業への理解を深めることを目的と
しています。電子機械工学科は、トヨタ産業技術記念館、日産自動車（株）追浜工場、（独）海洋研究
開発機構横浜研究所を、制御情報工学科は、富士電機（株）三重工場、（株）NTTデータINFORIUM
豊洲イノベーションセンタ、富士通（株）沼津工場を見学しました。

工場見学

練習船「鳥羽丸」で行く、造船所見学

海学祭に参加し郷土の偉人近藤真琴の
業績を学ぼう

平成26年7月25日（金）

平成26年11月2日（日）

学校通信

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成26年5月1日付け）
【教　員】●採用

　　　　　商船学科助教（鳥羽丸一等航海士）  齊心　俊憲
【職　員】●採用

　　　　　学生課学生生活係技術補佐員           中田　絵美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成26年5月31日付け）
【職　員】●転出

　　　　　三重大学施設企画チーム係長　　   穗積　親憲（総務課専門職員）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成26年6月1日付け）
【教　員】●採用

　　　　　商船学科准教授（鳥羽丸船長） 松井　茂春

【職　員】●転入（高専間配置換含む）
　　　　　総務課施設係長　秦　克之（三重大学国際環境教育研究センター支援室係長）
　　　　●兼務解除
　　　　　総務課調達係長　福田　雄一 （兼務：総務課施設係長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （平成26年7月1日付け）
【職　員】●昇任

　　　　　練習船鳥羽丸操機長　大山　哲（操機手）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （平成26年8月1日付け）
【教　員】●併任等

　　　　　・寮務主事　　澤田　圭樹
　　　　　・寮務主事補　今井　康之
　　　　●併任解除
　　　　　冨澤　　明（寮務主事）

【職　員】●採用
　　　　　総務課企画地域・連携係有期雇用職員　　宮嶋　恭子

鳥羽商船高等専門学校　http://www.toba-cmt.ac.jp
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●校長式辞
●就職・進学
●国際交流
●明治時代の本校関連史料の発見
●学生活動の紹介
●大型練習船実習
●海外研修報告
●新任教職員紹介
●学校通信名古屋港での鳥羽丸による本校PR活動

Microsoft主催　Imagine Cup 2014 に日本代表で出場

海 学 祭 商船学科卒業式

公開講座一覧 サイテクランド in 鳥羽商船

開 催 日講 座 名

Wiiリモコンでゲームプログラミング（中学生）

LEGOで自動走行ロボットを作ろう（中学生）

君が船長　船でGo！（小学生）

手作り太陽電池（中学生）

NC工作機械でキーホルダーを作ろう（小学生） 8月21日（木）

8月25日（月）mini水車を作って、水道水で発電しよう！（中学生）

出前授業一覧

ラミネーターでオリジナル下敷きを作ろう

LEGOロボットを作ろう（初級）及び鳥羽丸見学

LEGOロボットを作ろう（機械）

その他の講座
開 催 日講 座 名

開 催 日講 座 名

練習船「鳥羽丸」の一般公開と体験航海（四日市港まつり） 8月3日（日）

8月6日（水）

みんなでたのしく遊ぼう！  ロボット教室
（池上地区青少年健全育成会）

みえアカデミックセミナー 2014

10月23日（木）AED講習（鳥羽市一斉避難訓練）

10月25日（土）

練習船「鳥羽丸」による名古屋港PR活動及び一般公開 11月8日（土）
11月9日（日）

7月25日（金）

8月26日（火）

10月27日(月）

体
験
型
学
習

8月18日（月）

8月19日（火） 

8月20日（水）

8月20日（水）
8月21日（木）

公開講座・出前授業実施

教 職 員 の 人 事 異 動
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本
日
こ
こ
に
多
数
の
ご
来
賓
な
ら
び
に
保

護
者
の
皆
様
ご
出
席
の
も
と
、
平
成
26
年

度
、
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
「
商
船
学
科

卒
業
証
書
授
与
式
」
を
と
り
行
い
、
こ
れ
か

ら
わ
が
国
の
産
業
や
科
学
技
術
を
担
っ
て
い

く
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
人
材
を
社
会
に
送
り
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
は
、
本
校
教
職
員
・

在
校
生
一
同
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
上
な
い

喜
び
で
あ
り
ま
す
。

　

本
日
、
商
船
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
航
海

コ
ー
ス
13
名
、
機
関
コ
ー
ス
９
名
の
皆
さ
ん

は
、
５
年
６
ヶ
月
の
高
等
教
育
の
課
程
を
修

了
し
、
準
学
士
の
称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
今
日
に
至
る
ま
で

の
努
力
を
称
え
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
を

物
心
両
面
か
ら
支
え
て
来
ら
れ
た
保
護
者
・

ご
家
族
の
皆
様
に
も
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

商
船
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
本

校
キ
ャ
ン
パ
ス
や
鳥
羽
丸
に
お
け
る
４
年

６
ヶ
月
の
席
上
課
程
の
後
、
丸
１
年
間
に
及

ぶ
大
型
練
習
船
で
の
実
習
・
訓
練
を
経
験
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
は
、
普
通
の

高
校
や
大
学
の
教
育
課
程
で
は
得
ら
れ
な
い

貴
重
な
も
の
で
、
皆
さ
ん
の
今
後
の
人
生
に

お
い
て
大
き
な
財
産
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
多
く
は
、
取
得
し
た
海
技
免
状

を
活
か
し
、
ま
ず
は
航
海
士
あ
る
い
は
機
関

士
と
し
て
海
運
会
社
に
就
職
さ
れ
ま
す
が
、

石
油
、
船
舶
、
あ
る
い
は
冷
凍
空
調
関
係
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
陸
上
企
業
に
就
職
さ
れ

る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
に
勉
学

を
重
ね
る
べ
く
、
本
校
専
攻
科
に
進
学
さ
れ

る
方
や
、
国
立
大
学
に
編
入
学
さ
れ
る
方
も

お
ら
れ
ま
す
。
進
路
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

皆
さ
ん
が
、
本
校
の
教
育
目
標
に
あ
る
「
人

間
性
豊
か
な
教
養
人
」、「
創
造
性
豊
か
な
技

術
者
」、「
国
際
性
豊
か
な
社
会
人
」
と
し

て
、
今
後
ま
す
ま
す
成
長
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
や
世
界
が
高
度
情
報
化
社
会
と
な
り
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
展
す
る

中
で
、
皆
さ
ん
は
、
産
業
界
と
く
に
海
事
関

連
分
野
等
に
お
い
て
、
深
い
専
門
知
識
と
広

い
視
野
を
持
ち
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
備

え
、
か
つ
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
し
っ
か
り
持
っ
た
国
際
人
と
し
て
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に

英
語
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
等
の

向
上
に
努
め
、
本
校
で
培
っ
て
き
た
創
造

力
、
実
践
力
を
実
社
会
で
も
存
分
に
発
揮
で

き
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

本
校
は
、
明
治
６
大
教
育
家
の
一
人
、
近

藤
真
琴
先
生
に
よ
っ
て
明
治
14
年
に
創
設
さ

れ
た
鳥
羽
商
船
黌
を
前
身
と
し
、
１
３
０
年

以
上
の
長
い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
で

す
。
そ
の
昔
か
ら
本
校
で
連
綿
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
教
育
理
念
、
あ
る
い
は
校
風
と
も

言
え
ま
す
が
、「
進
取
・
礼
譲
・
質
実
剛
健
」、

こ
の
３
つ
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
。
進
取

と
は
、
み
ず
か
ら
進
ん
で
事
を
な
す
こ
と
。

礼
譲
と
は
、
礼
儀
を
つ
く
し
謙
虚
で
あ
る
こ

と
。
質
実
剛
健
と
は
、
飾
り
気
が
な
く
、
ま

じ
め
で
丈
夫
で
あ
る
こ
と
で
す
。
本
校
の
卒

業
生
は
、
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

皆
さ
ん
も
本
校
で
学
ん
だ

こ
と
を
誇
り
と
し
、
自
信

を
も
っ
て
力
強
く
人
生
を

歩
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

本
日
こ
こ
に
22
名
の
商
船

学
科
卒
業
生
を
社
会
に
送

り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
保

護
者
の
皆
様
そ
し
て
関
係

各
位
の
ご
理
解
と
ご
支
援

の
賜
物
と
、
本
校
教
職
員

一
同
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
ご
来
賓
の
皆
様
に
は
ご
多
用

中
の
と
こ
ろ
、
本
式
典
に
ご
臨
席
を
賜
り
、

卒
業
生
・
修
了
生
の
晴
れ
の
門
出
を
祝
福
頂

き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
鳥
羽
商
船
高
等
専
門

学
校
は
皆
さ
ん
の
母
校
で
あ
る
と
同
時
に
、

社
会
へ
の
旅
立
ち
の
母
な
る
港
（
母
港
）、

ホ
ー
ム
・
ポ
ー
ト
で
あ
り
ま
す
。
海
学
祭
あ

る
い
は
同
窓
会
な
ど
の
折
に
は
、
ま
た
元
気

な
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
こ
れ

か
ら
の
長
い
人
生
航
路
の
安
全
と
ご
活
躍
を

心
よ
り
お
祈
り
し
て
式
辞
と
致
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
卒
業
式
・
商
船
学
科

校
長　

藤
田
　
稔
彦
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商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
の
平
成
26
年
９
月
卒
業
生
は
13
名

で
す
。
こ
の
う
ち
就
職
が
11
名
（
自
主
就
職
１
名
を
含
む
）、

進
学
が
２
名
と
な
り
ま
し
た
。
就
職
者
の
内
訳
は
10
名
が
海

上
就
職
で
、
残
り
１
名
が
自
主
就
職
（
未
定
）
で
す
。
就
職

先
の
内
訳
は
、
外
航
海
運
で
は
大
洋
日
本
汽
船
㈱
に
１
名
、

近
海
・
内
航
海
運
で
は
宇
部
興
産
㈱
に
４
名
、
津
軽
海
峡

フ
ェ
リ
ー
㈱
に
２
名
、
イ
イ
ノ
ガ
ス
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
㈱
に

１
名
、
神
原
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱
に
１
名
、
栗
林
マ
リ
タ
イ

ム
㈱
に
１
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
進
学
は
、
推
薦
に
よ
る

大
学
編
入
学
で
神
戸
大
学
海
事
科
学
部
に
１
名
が
合
格
し
、

本
校
の
専
攻
科
海
事
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
に
１
名
が
入
学
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
海
上
へ
の
就
職
に
つ
い
て
は
、
外
航
海
運
の
採

用
が
１
名
の
み
で
あ
り
、
大
手
三
社
の
採
用
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
外
航
海
運
の
採
用
試
験
が
始
ま
っ
た
頃
の
海
技
試

験
の
筆
記
試
験
合
格
者
は
、
二
級
海
技
士
（
航
海
）
１
名
の

み
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
他
高
専
に
お
い
て
は
、
二
級
以
上
の
筆
記
試
験
合
格
者

が
外
航
海
運
に
多
数
採
用
さ
れ
て
お
り
、
大
手
三
社
に
も
採

用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

就
職
試
験
で
勝
ち
上
が
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
学
校
の
成

績
だ
け
で
な
く
各
種
資
格
試
験
や
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
ス
コ

ア
ー
が
重
視
さ
れ
ま
す
。
大
手
外
航
海
運
を
希
望
す
る
学
生

諸
君
は
、
二
級
の
み
な
ら
ず
一
級
筆
記
合
格
を
目
指
す
と
と

も
に
、
無
線
関
係
で
は
第
三
級
海
上
無
線
通
信
士
の
資
格
取

得
に
も
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
同
時
に
英
語
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
努
め
、
日
々
の
努
力
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

平
成
26
年
9
月
の
機
関
コ
ー
ス
卒
業
者
は
9
名
で
、
全
員

が
就
職
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
海
上
就
職
が
4
名
、
陸
上

就
職
が
5
名
で
し
た
。
海
上
就
職
は
、
宇
部
興
産
海
運
2

名
、
協
栄
マ
リ
ン
1
名
、
海
輸
社
1
名
で
す
。
陸
上
就
職
は

出
光
興
産
2
名
、
前
川
製
作
所
1
名
、
ケ
イ
ラ
イ
ン
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
1
名
、
カ
キ
ト
ー
1
名
で
し
た
。
大
学
お
よ
び

本
校
専
攻
科
へ
の
進
学
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
校
の
商
船
学
科
は
本
来
、
外
航
船
員
を
養
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の

学
生
が
上
級
の
海
技
士
国
家
試
験
（
2
級
、
1
級
筆
記
）
に

合
格
し
て
、
外
航
船
社
へ
の
就
職
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

が
理
想
で
す
。
最
近
で
は
、
少
し
で
も
高
い
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
ス

コ
ア
を
獲
得
し
て
お
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、
陸
上
企

業
の
場
合
で
も
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
や
独
自
の
学
力
試
験
が
課
せ
ら

れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
必

要
な
こ
と
は
、
課
外
活
動
な
ど
で
心
身
と
も
に
鍛
え
て
お
く

こ
と
、
な
ら
び
に
低
学
年
か
ら
英
数
国
…
等
の
基
礎
学
力
を

し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
採
用
試
験

（
面
接
試
験
、
学
力
試
験
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
、
適
正
検
査
、
作
文
…

等
々
）
で
必
ず
役
立
ち
ま
す
。
高
学
年
で
は
、
一
般
教
養
を

高
め
、
礼
儀
等
を
含
む
総
合
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
本
校
の
国
際
交
流
事
業
に
参
加

す
る
な
ど
、
国
際
感
覚
を
備
え
る
こ
と
も
極
め
て
重
要
で

す
。

　

本
校
で
、
学
生
一
人
当
た
り
の
求
人
数
が
一
番
多
い
の
は

機
関
コ
ー
ス
で
す
。
し
か
し
、
実
力
が
な
け
れ
ば
希
望
す
る

進
路
に
は
進
め
ま
せ
ん
。
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
低
学
年
時
か

ら
十
分
将
来
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
度
の
電
子
機
械
工
学
科
（
以
下
Ｍ
科
）
５
年
生

は
36
名
で
す
。
進
学
５
名
、
就
職
31
名
、
全
員
の
進
路
が
決

定
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
昨
年
度
は
、
Ｍ
科
卒
業
生
34
名

中
、
進
学
７
就
職
27
で
し
た
。

進
学
状
況

　

今
年
度
の
進
学
者
は
36
名
中
５
名
で
あ
り
進
学
率
は
14
％

で
す
。
昨
年
度
と
比
べ
て
少
し
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
本
校
専
攻
科
へ
の
進
学
者
が
減
っ
た
た
め
で
す
。
も
う
少

し
進
学
率
が
高
く
て
も
良
い
の
か
な
と
も
感
じ
ま
す
。
進
学

先
の
内
訳
は
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
２
名
、
長
岡
技
術
大
学

１
名
、
電
気
通
信
大
学
１
名
、
本
校
専
攻
科
１
名
で
す
。
本

校
専
攻
科
は
２
年
間
の
学
修
の
後
、
学
位
授
与
機
構
に
学
位

申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
学
士
号
が
取
得
で
き
る
も
の
で

す
。

　

進
学
者
の
多
く
（
ほ
と
ん
ど
全
員
）
が
推
薦
で
進
学
し
て

い
る
の
で
す
が
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
学
問
分
野
、
専
門
分

野
に
適
し
た
大
学
が
あ
れ
は
、
学
力
試
験
を
恐
れ
ず
そ
の
大

学
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

就
職
状
況

　

求
人
数
は
上
向
き
だ
と
は
感
じ
ま
す
が
、
や
は
り
人
材
の

選
別
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
複
数
回
の
挑
戦
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
が
増
え
て
い
ま
す
。
意
欲
不
足
、
能
力
不

足
の
も
の
は
落
と
さ
れ
ま
す
。
希
望
の
職
種
、
会
社
に
就
職

し
た
け
れ
ば
、
や
は
り
日
ご
ろ
の
勉
学
、
自
己
啓
発
は
必
須

と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
基
本
は
対
人
能
力
（
協
調
性
、

社
会
性=

明
る
く
、
元
気
）
と
常
識
で
す
。
ク
ラ
ブ
活
動

を
し
て
い
る
と
有
利
で
す
ね
。

　

進
学
に
せ
よ
、
就
職
に
せ
よ
、
門
戸
は
大
き
く
開
か
れ
て

い
る
状
況
で
す
。
自
分
の
進
み
た
い
方
向
を
見
極
め
、
自
主

的
、
積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
の
進
路
に
つ
い
て

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
主
任

片
岡
　
高
志

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
の
進
路
に
つ
い
て

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
主
任

伊
藤
　
友
仁

電
子
機
械
工
学
科
の
進
学
・
就
職
状
況

電
子
機
械
工
学
科
長

廣
地
　
武
郎
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制
御
情
報
工
学
科
の
就
職
・
進
学
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
５
年
生
39
名
中
12
名
は
進
学
、
27
名
が
就
職
希

望
で
し
た
が
全
員
の
進
路
が
決
ま
り
ま
し
た
。
進
学
組
12
名

中
８
名
は
本
校
専
攻
科
に
、
４
名
は
豊
橋
技
術
科
学
大
学
に

合
格
し
ま
し
た
。
ま
た
就
職
組
27
名
は
８
月
ま
で
に
全
員
の

内
々
定
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

就
職
先
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
今
年
の
特
徴
は
特
定
の

会
社
に
多
く
の
学
生
が
集
中
し
た
こ
と
で
す
。
高
専
が
国
の

お
金
で
運
営
し
て
い
る
学
校
で
あ
る
以
上
、
な
る
べ
く
多
く

の
会
社
に
学
生
を
分
散
し
て
就
職
さ
せ
る
の
が
理
想
で
す
。

今
年
は
確
か
に
売
り
手
市
場
で
し
た
の
で
、
理
想
的
な
形
で

学
生
の
就
職
指
導
を
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
は
優
良

企
業
に
全
員
を
就
職
さ
せ
よ
う
と
必
死
で
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
結
果
と
し
て
特
定
の
会
社
を
多
く
の
学
生
が
受
験
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
一
番
多
か
っ
た
の
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
系
の
会
社

で
、７
名
が
就
職
し
ま
し
た
。そ
れ
以
外
で
は
、Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

に
３
名
、
日
立
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
に
２
名
、
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
テ

ク
ノ
に
２
名
が
受
か
り
ま
し
た
。
１
社
１
名
と
な
っ
た
の

は
、
中
部
電
力
、
東
芝
、
Ｊ
Ｒ
東
海
、
美
和
ロ
ッ
ク
、
中
部

テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
三
重
、 

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
沖
電
気
カ

ス
タ
マ
ア
ド
テ
ッ
ク
、
住
友
電
設
、
国
際
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、

日
光
化
成
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
荏
原
環

境
プ
ラ
ン
ト
で
す
。

　

専
攻
科
の
就
職
・
進
学
は
、
今
年
度
も
良
好
で
し
た
。
就

職
活
動
は
、
３
月
か
ら
提
出
書
類
の
準
備
を
行
い
、
ほ
と
ん

ど
の
学
生
が
希
望
の
一
社
目
で
５
月
中
旬
ま
で
に
内
々
定
を

も
ら
い
、
６
月
中
旬
に
は
全
員
が
就
職
先
を
決
定
し
ま
し

た
。
学
校
推
薦
に
よ
る
就
職
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
大
学
４

年
生
と
比
べ
て
も
良
好
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
卒

の
学
歴
を
得
て
就
職
し
た
い
場
合
、
専
攻
科
へ
の
進
学
は
、

お
勧
め
で
す
。
ま
た
、
進
学
先
は
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

が
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
大
学
院
情
報
・
知
能
工
学
専
攻
と

な
っ
て
い
ま
す
。
専
攻
科
か
ら
大
学
院
へ
進
学
し
た
学
生

も
、
望
ん
だ
企
業
に
就
職
で
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

好
調
な
就
職
状
況
で
す
が
、
こ
れ
は
入
念
な
準
備
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
す
。
準
備
の
た
め
の
一
歩
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
専
攻
科
か
ら
は
、
東
芝

産
業
機
器
シ
ス
テ
ム
㈱
、
富
士
電
機
㈱
、
旭
化
成
㈱
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
就
職
先
に

も
、
前
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
で
あ
っ
た
企
業
が
多

数
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
積
極
的
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
と
な
り

ま
す
。
学
校
推
薦
の
場
合
は
選
考
期
間
が
短
く
な
り
ま
す
の

で
希
望
先
の
企
業
選
び
は
重
要
と
な
り
ま
す
。
自
由
応
募
と

の
併
願
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
就
職
情
報
の
提
供
も
後

ろ
倒
し
に
な
り
ま
す
が
、
自
主
的
な
情
報
の
収
集
と
自
己
分

析
に
よ
る
準
備
が
必
要
で
す
。
専
攻
科
と
し
て
も
、
新
し
い

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
学
生
の
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

制
御
情
報
工
学
科
の
就
職
・
進
学

制
御
情
報
工
学
科
長

伊
藤
　
立
治

専
攻
科
の
就
職
・
進
学
状
況

専
攻
科
長

宮
﨑
　
孝

平成25年度卒業生進路先一覧（順不同）　平成26年3月3日現在

平成25年度専攻科修了性進路先一覧（順不同）　平成26年3月3日現在

生産システム工学専攻
●就職先　DIC ㈱、日本ヒューレット・パッカード㈱、㈱ NTT ファシリティーズ、サンリツ
オートメイション㈱、㈱コスモス・コーポレイション
●進学先　京都大学大学院、豊橋技術科学大学大学院

商船学科
●就職先　商船三井フェリー㈱、㈱名門大洋
フェリー、宇部興産海運㈱、八馬汽船㈱、第
一中央内航㈱、福寿企業㈱、神原ロジスティ
クス㈱、津軽海峡フェリー㈱、伊勢湾防災㈱、
キャプテンライン㈱、共栄マリン㈱、大柿海
運㈱、出光興産㈱、ジャパンマリンユナイ
テッド㈱、ヤンマーエネルギーシステム㈱、
旭運輸㈱、㈱東洋信号通信社、イースタンマ
リンシステム㈱、ケイラインエンジニアリン
グ㈱、㈱吉村造船鉄工、自主就職（漁船）
●進学先　神戸大学　海事科学部、鳥羽商船
高専専攻科（海事）
●その他　外航日本人船員確保・育成スキー
ム

電子機械工学科
●就職先　㈱東芝、中部電力㈱、東海旅客鉄
道㈱、花王㈱、富士電機㈱、森永乳業㈱、東
芝エレベータ㈱、沢井製薬㈱、㈱日立ビルシ
ステム、日本オーチスエレベータ㈱、菱電工
機エンジニアリング㈱、安川エンジニアリン
グ㈱、東レ・プレシジョン㈱、NTT フィー
ルドテクノ㈱、シンフォニアエンジニアリン
グ㈱、大岡技研㈱、㈱フォーラムエンジニア
リング、㈱大阪シェル、㈱コシナ、松田工業・
松田精工㈱、㈱テクモ、村田ツール㈱、ケー・
アイ技術㈱、日本小型船舶検査機構、大紀町
役場
●進学先　北海道大学　工学部、豊橋技術科
学大学　工学部、鳥羽商船高専専攻科（生産）

制御情報工学科
●就職先　関西電力㈱、東海旅客鉄道㈱、富
士電機㈱、東芝エレベータ㈱、中部テレコ
ミュニケーション㈱、㈱アドバンテスト、㈱
PFU、㈱沖カスタマアドテック、ネクスト
ウェア㈱、NTT コムソリューションズ＆エ
ンジニアリング㈱、オムロンフィールドエン
ジニアリング㈱、ダイキンエアテクノ㈱、㈱
メイテックフィルダーズ、㈱ NTT ネオメイ
ト、国際ソフトウェア㈱、㈱パーソナック、
テラテック㈱、伊勢市消防
●進学先　北海道大学　工学部、岐阜大学　
工学部、豊橋科学技術大学　工学部、長岡技
術科学大学　工学部、鳥羽商船高専専攻科

（生産）
●その他　大阪美術専門学校

海事システム学専攻
●就職先　旭タンカー㈱
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僕
は
、
３
月
８
日
か
ら
３
月
28
日
の
間
、

Ｋ
Ｃ
Ｃ
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
鳥
羽
商
船
高
専
か
ら
３
人
、
弓

削
商
船
高
専
か
ら
２
人
、
富
山
高
専
か
ら
３

人
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ハ
ワ
イ
の
カ
ウ

ア
イ
島
に
あ
る
カ
ウ
ア
イ
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
（
Ｋ
Ｃ
Ｃ
）
と
い
う
学

校
に
通
い
、
英
語
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ハ

ワ
イ
の
伝
統

航
海
術
に
つ

い
て
学
び
ま

し
た
。
ま

た
、
授
業
ば

か
り
で
は
な

く
、
ナ
マ
ホ

エ
と
い
う
大

型
航
海
カ

ヌ
ー
の
建
造

作
業
に
も
参

加
し
た
り
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

い
う
授
業
で
は
、
海
で
の
安
全
に
つ
い
て
学

ん
だ
り
、
他
で
は
体
験
出
来
な
い
よ
う
な
こ

と
を
学
べ
ま
し
た
。

　

ハ
ワ
イ
の
人
た
ち
は
と
て
も
優
し
い
の

で
、
英
語
が
分
か
ら
な
く
て
も
優
し
く
接
し

て
く
れ
ま
し
た
。
滞
在
中
は
大
変
な
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
他
高
専
や
Ｋ
Ｃ
Ｃ
の
学
生

と
友
達
に
な
れ
た
り
、
英
語
を
話
す
こ
と
が

楽
し
く
な
っ
た
り
、
勉
強
の
面
だ
け
で
な
く

自
分
自
身
の
内
面
的
に
も
大
き
く
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
興
味
を
も
っ

た
方
は
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
今
年
の
６
月
26
日
か
ら
７
日

間
、
Ｍ
Ｅ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
日
本
に
な
い
素
敵

な
建
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
訪
れ
た
学
校
も

規
模
が
大
き
く
て
感
動
し
ま
し
た
。

　

船
に
乗
っ
て
か
ら
も
、
新
鮮
な
経
験
を
た

く
さ
ん
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
途
中
に

寄
っ
た
レ
ダ
ン
島
で
見
た
海
は
、
と
て
も
美

し
い
も
の
で

し
た
。
街
を

回
る
と
き
に

は
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
マ

リ
タ
イ
ム
・

ア
カ
デ
ミ
ー

の
学
生
に
案

内
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

観
光
地
に
連

れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
お
す
す
め
の
食

べ
物
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
と
て
も
親
切

に
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
レ
ダ

ン
島
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
交
流
会
や
授
業

で
話
し
合
い
を
し
た
こ
と
は
、
今
で
も
思
い

出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
と
は
違
っ
た

文
化
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
と
て
も
い
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。
現
地
で
親
切
に
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
く

だ
さ
り
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
私
た
ち
を
助

け
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
感
謝
し
ま
す
。

　

私
は
８
月
17
日
か
ら
31
日
の
２
週
間
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
高
専
生
対
象
の
英

語
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
２
週
間
と

い
う
僅
か
な
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
普
通

で
は
得
ら
れ
な
い
数
多
く
の
も
の
を
得
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
海
外
と
い
う
環
境
を
体

験
す
る
に
は
比
較
的
手
軽
だ
と
思
い
ま
し

た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
は
色
々
な
人
種
が
混

在
し
て
お
り
、
多
数
の
言
語
が
入
り
乱
れ
て

い
る
の
で
日
本
人
の
た
ど
た
ど
し
い
英
語
に

も
寛
容
で
す
。
ま
た
国
土
が
小
さ
い
た
め
生

活
に
必
要
な
設
備
・
環
境
・
交
通
手
段
が
整

理
さ
れ
て
い
て
、
日
常
生
活
に
関
し
て
は
日

本
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
感
覚
で
送
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

授
業
は
現
地
のSingapore Polytechnic

に
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
中
心
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
各
自
で
街
を
探
検
し
な
が
ら
課
さ
れ

た
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
な
ど
の
活
動
的
な
授

業
が
あ
り
、
受
け
身
で
は
な
く
自
分
の
頭
で

考
え
て
解
決
す
る
タ
イ
プ
の
授
業
で
し
た
。

そ
う
し
た
授

業
を
通
じ
て

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
街
並
み

や
文
化
を
垣

間
見
る
こ
と

も
で
き
、
と

て
も
貴
重
な

体
験
が
で
き

ま
し
た
。

Ｋ
Ｃ
Ｃ
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
し
て

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
４
年

松
井 
秀
介

Ｍ
Ｅ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て

制
御
情
報
工
学
科
３
年

吉
川 

な
つ
め

英
語
キ
ャ
ン
プ
に
参
加

制
御
情
報
工
学
科
５
年

岩
本 

知
樹
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１
．
新
史
料
の
発
見

　

１
９
８
１
年
に
本
校
の
「
百
年
史
」
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら

33
年
が
経
過
し
た
。
私
は
編
集
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
時
に
苦
労
し
た
の
が
明
治
時
代
の
本
校
資
料
の
発
掘
・

収
集
で
あ
っ
た
。
編
集
委
員
一
同
、
で
き
る
限
り
の
努
力
を

し
た
が
、
資
料
不
足
の
感
は
否
め
な
か
っ
た
。
２
０
１
３
年

12
月
、
私
は
偶
然
に
「
志
摩
尚
志
会
誌
」
49
号
（
明
治
35
年

５
月
発
行
）
を
入
手
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
初
め
て
志
摩
尚
志

会
と
「
志
摩
尚
志
会
誌
」
の
存
在
を
知
り
、
調
査
を
始
め

た
。
志
摩
尚
志
会
と
は
、
志
摩
地
方
か
ら
上
京
し
た
学
生
を

中
心
と
し
、
郷
土
愛
に
結
ば
れ
た
団
体
で
、
１
８
８
５
年
に

東
京
で
結
成
さ
れ
た
。「
志
摩
尚
志
会
誌
」
は
そ
の
会
報
で

あ
り
、
１
８
９
０
年
（
明
治
23
年
）
５
月
に
創
刊
号
が
出
さ

れ
た
。
会
員
数
は
明
治
24
年
に
は
２
０
０
名
程
度
に
な
っ
て

お
り
、
東
京
在
住
者
の
ほ
か
、
鳥
羽
町
や
志
摩
郡
の
有
名
人

が
名
前
を
連
ね
て
い
る
。
会
誌
は
１
～
２
か
月
に
１
回
程
度

発
行
さ
れ
、
昭
和
17
年
の
発
行
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
内

容
は
学
術
論
文
な
ど
の
他
に
郷
土
か
ら
の
通
信
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
本
校
や
鳥
羽
の
歴
史
に
関
わ
る
興
味

深
い
記
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
欠
号
が
多
い
も
の
の
、

名
古
屋
大
学
教
育
学
部
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
私
は

閲
覧
し
て
、「
百
年
史
」
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
い
く
つ

か
の
事
実
を
発
見
し
た
。

２
．
主
な
新
事
実

　（
１
）
本
校
に
よ
る
雑
誌
の
発
行

　

明
治
24
年
１
月
、
本
校
の
教
員
、
卒
業
生
、
生
徒
に
よ
る

航
海
に
関
す
る
雑
誌
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
名
称
は

「
鳥
羽
船
友
会
誌
」
と
し
、
隔
月
に
発
行
予
定
。
こ
れ
に
よ

り
志
摩
国
で
発
行
さ
れ
る
雑
誌
は
３
種
と
な
る
。
こ
の
雑
誌

の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
が
本
校
校
友
会
誌

「
海
友
」
に
発
展
し
た
と
推
測
で
き
る
。

　（
２
）
別
科
の
設
置
時
期

　

鳥
羽
町
立
時
代
の
本
校
に
別
科
（
予
科
）
が
設
置
さ
れ
た

の
は
明
治
35
年
４
月
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
興
味
深
い
事
実
が
い
く
つ
か
明
ら
か
に

な
っ
た
が
、
詳
し
い
こ
と
は
本
校
の
「
紀
要
」
に
発
表
予
定

で
あ
る
。

「志摩尚志会誌」49号（明治35年5月発行）
本校4代校長　角　利助の論説「海帝国」が掲載されている
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私
達
は
、
７
月
の
終
わ
り
に
シ
ア
ト
ル
で

開
催
さ
れ
たM

icrosoft
主
催
に
よ
る
世

界
最
大
の
学
生
向
け
Ｉ
Ｔ
コ
ン
テ
ス
ト

Im
agine C

up

２
０
１
４
に
参
加
し
、「
か

ぞ
く
ぐ
る
み
」
と
い
う
家
族
間
の
ぬ
い
ぐ
る

み
型
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
出

展
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
自
ら
作
成
し
た
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。
大
会
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
か
ら

競
技
に
至
る
ま
で
す
べ
て
英
語
で
や
り
と
り

す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
開
発
に
加
え
て
英
語

の
勉
強
に
も
奮
闘
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
競
技
だ
け
で
な
く
参
加
学
生
や

M
icrosoft

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
が
交

流
す
る
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
パ
ー

テ
ィ
な
ど
も
催
さ
れ
、
終
始
賑
や
か
で
楽
し

い
雰
囲
気
で
し
た
。
結
果
は
残
念
な
が
ら
入

賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
各
国
の
代
表
学
生

や
著
名
な
開
発
者
か
ら

生
の
意
見
を
伺
う
な
ど

貴
重
な
体
験
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
こ

れ
か
ら
の
勉
強
、
も
の

づ
く
り
に
繋
げ
て
い
き

た
い
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
卒
業
研
究
と
し
て
、
金
沢
で

行
わ
れ
た
高
専
ロ
ボ
コ
ン
２
０
１
４
東
海
北

陸
地
区
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
今
大
会
の

ル
ー
ル
は
三
分
間
で
蒸
籠
を
ど
れ
だ
け
多
く

運
べ
る
か
と
い
う
も
の
で
、
私
た
ち
は
一
つ

の
大
き
な
球
体
に
乗
っ
て
蒸
籠
を
運
ぶ
玉
乗

り
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作
し
て
き
ま
し
た
。
同
好

会
も
ジ
ャ
イ
ロ
機
構
を
用
い
て
安
定
化
を
図

り
、
よ
り
速
く
蒸
籠
を
運
べ
る
ロ
ボ
ッ
ト
を

製
作
し
て
い
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ブ
ル
も
多
発
し
ま
し
た
が
先
生
や
先

輩
方
か
ら
の
お
力
添
え
も
あ
り
、
な
ん
と
か

完
成
し
た
わ
け
で
す
が
、
本
番
中
に
ロ
ボ
ッ

ト
が
う
ま
く
動
作
せ
ず
、
残
念
な
が
ら
卒

研
、
同
好
会
チ
ー
ム
と
も
に
二
回
戦
敗
退
と

い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
当

初
よ
り
勝
敗
よ
り
も
観
客
が
驚
嘆
す
る
よ
う

な
ロ
ボ
ッ
ト
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
し
て
き
ま
し
た
。
観
客
の
皆
さ
ん

に
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
を
お
見
せ
で
き
な
か
っ

た
こ
と
に
未
練
が

残
っ
て
い
ま
す
。

海
学
祭
等
で
少
し

で
も
ロ
ボ
ッ
ト
が

動
く
姿
を
見
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
２
０
１
４
年
10
月
５
日
に
秋
葉
原

Ｕ
Ｄ
Ｘ
で
開
催
さ
れ
た
Ｕ
―
22
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
・
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
私
達
が
発
表
し
た
「
Ｐ
・
Ｍ
・
カ
ラ
オ

ケ
―P

rojection M
apping K

araoke

―
」
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

を
利
用
し
た
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
の
演
出
シ

ス
テ
ム
で
、「
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
作
品
で
完
成
度
が
高

い
」
と
審
査
委
員
の
方
々
に
絶
賛
さ
れ
、
最

優
秀
賞
で
あ
る
「
経
済
産
業
大
臣
賞
」
を
受

賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

Ｕ
―
22
は
、
35
年
目
を
迎
え
る
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
エ
ン
ト
リ
ー
し
た

２
２
１
作
品
の
中
か
ら
、
20
チ
ー
ム
が
本
選

に
進
み
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
あ
る
大

会
で
最
高
の
結
果
を
残
せ
た
こ
と
を
非
常
に

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
６
日
に
は
情
報
化
月
間
で
の

表
彰
式
に
も
参
加
、
10
月
７
日
か
ら
11
日
ま

で
開
催
さ
れ
たC

EA
TEC

 JA
PA

N
 

２
０
１
４
で

も
作
品
概
要

を
展
示
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
も
さ

せ
て
い
た
だ

き
、
大
変
貴

重
な
経
験
を

す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

サ
テ
コ
ン
（
衛
星
設
計
コ
ン
テ
ス
ト
）
と

は
、
全
国
の
大
学
や
高
専
が
参
加
す
る
人
工

衛
星
の
設
計
や
宇
宙
に
関
す
る
技
術
を
競
う

コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
設
計
の
部
と
ア
イ
デ
ア

の
部
な
ど
が
あ
り
、
本
校
の
チ
ー
ム
は
毎
年

ア
イ
デ
ア
の
部
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
作
品
は
、「
宇
宙
で
の
粉
体
操
作
」

で
、
遠
い
未
来
、
生
活
圏
を
火
星
に
広
げ
た

人
類
は
、
小
惑
星
か
ら
金
属
資
源
を
確
保
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
為
に
、
原
料
の

粉
砕
、
輸
送
、
分
級
な
ど
、
宇
宙
で
の
粉
体

技
術
が
必
要
と
考
え
、
今
回
、
東
京
で
の
最

終
審
査
会
で
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

私
は
元
々
宇
宙
に
関
す
る
知
識
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
最
初
は
不
安
で
し
た
が
、
指
導
教

員
か
ら
の
様
々
な
お
話
を
聞
き
、
自
分
達
で

実
験
や
模
型
作
り
を
す
る
中
で
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
学
び
と
て
も
良
い
経
験
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
、
Ｓ
科
と
Ｉ
科
か
ら
学
生
が
参
加

し
、
楽
し
く
活
動
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
参
加
す
る

予
定
な
の
で
、
興
味

あ
る
方
は
是
非
一

度
、
二
号
館
二
階
の

電
子
工
学
実
験
室

（
指
導
教
員
は
伊
藤

（
友
）
教
員
）
ま
で
。

Im
agine C

up

２
０
１
４

専
攻
科
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
１
年

島
影 

瑞
希

高
専
ロ
ボ
コ
ン
２
０
１
４

東
海
北
陸
地
区
大
会

電
子
機
械
工
学
科
５
年

松
原 

譲

Ｕ
―
22
プ
ロ
コ
ン
で

経
済
産
業
大
臣
賞制御

情
報
工
学
科
５
年

藤
田 

梓

サ
テ
コ
ン
（
衛
星
設
計
コ
ン

テ
ス
ト
）
に
出
場
し
て

制
御
情
報
工
学
科
５
年

石
島 

拓
哉

CEATEC JAPAN 2014での
プレゼンテーションの様子
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今
年
度
の
海
学
祭
実
行
委
員
長
の
松
葉
太

雅
で
す
。
海
学
祭
は
今
年
で
49
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
学
生
会
は
5
年
生
が
い
な
い
た

め
、
４
年
生
を
中
心
に
各
部
署
を
担
当
し
、

部
署
間
の
連
携
を
図
り
つ
つ
準
備
か
ら
当
日

ま
で
や
り
と
げ
ま
し
た
。
更
に
、
前
夜
祭
と

本
祭
の
日
は
天
候
が
悪
く
、
一
時
は
中
止
も

視
野
に
入
れ
て
進
行
し
て
い
き
ま
し
た
が
、

学
生
会
役
員
、
海
学
祭
実
行
委
員
、
そ
し
て

教
職
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
無
事
、
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
学
生
会
一

同
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
海
学
祭
の
テ
ー
マ
は
「
心
撃
の
海

学
祭
」
で
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
は
「
来
場

者
の
心
を
撃
ち
（
打
ち
）
感
動
さ
せ
る
様
な

海
学
祭
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、
来
場
者
の
み
な
さ
ん
は
そ
の
テ
ー
マ
通

り
に
楽
し
め
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
も
学

外
の
た
く
さ
ん
の
方
々
に
来
場
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
鳥
羽
商
船
の
学
生
と
み
な
さ
ん

で
素
敵
な
海
学
祭
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　

来
年
の
海
学
祭
は
50
回
目
と
な
り
ま
す
。

今
年
よ
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
海
学
祭
を
開

催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

８
月
８
日
～
８
月
10
日
の
３
日
間
、
千
葉

県
成
田
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
校
総
体
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
少
林
寺
拳
法
が
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
の
正
式
種
目
と
し
て
行
わ
れ
た
の

は
今
年
が
初
め
て
で
す
。
本
校
か
ら
は
三
重

県
代
表
と
し
て
組
演
武
１
組
、
単
独
演
武
２

名
が
出
場
し
ま
し
た
。
大
会
に
向
け
て
限
ら

れ
た
時
間
の
な
か
精
一
杯
練
習
に
励
み
ま
し

た
。
試
合
当
日
の
会
場
は
緊
張
感
に
包
ま
れ

練
習
の
成
果
を
出
し
き
る
こ
と
が
で
き
る
か

不
安
で
し
た
。
圧
倒
さ
れ
る
雰
囲
気
に
呑
み

こ
ま
れ
そ
う

に
な
り
ま
し

た
が
日
頃
の

練
習
が
私
を

支
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
大

会
で
い
い
結

果
は
残
せ
ま

せ
ん
で
し
た

が
、
と
て
も

い
い
経
験
に

な
り
ま
し

た
。
他
校
の
演
武
は
私
の
新
た
な
目
標
と
な

り
、
自
分
を
精
進
さ
せ
る
糧
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
こ
れ
か

ら
も
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
達
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
第
52
回
東
海

地
区
高
専
大
会
に
向
け
、
日
が
暮
れ
て
ボ
ー

ル
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
大
切
に
時
間
を
使

い
、
大
会
当
日
ま
で
全
員
が
緊
張
感
を
持
っ

て
練
習
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

本
大
会
で
の
成
績
は
、
男
子
が
団
体
戦
で

５
位
で
し
た
が
、
個
人
戦
で
は
昨
年
よ
り
も

多
く
の
ペ
ア
が
２
回
戦
ま
で
勝
ち
進
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
女
子
の
団
体
戦
は
、
部
員
が
少

な
く
は
じ
め
か
ら
１
ペ
ア
が
不
戦
敗
と
な
る

ハ
ン
デ
も
あ
り
、
４
位
で
し
た
。
し
か
し
、

今
年
は
個
人
戦
で
５
年
生
ペ
ア
が
優
勝
し
、

全
国
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

高
専
大
会
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
代

表
と
し
て
参
加
し
た
選
手
の
み
な
ら
ず
、
大

会
へ
出
場
で
き
な
か
っ
た
部
員
達
も
試
合
前

に
練
習
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
り
、
試
合
の
時

に
は
み
ん
な
で
熱
い
応
援
を
送
っ
た
り
し
て

く
れ
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
絆
が
よ
り
一
層
深

ま
っ
た
こ
と

で
す
。
こ
の

よ
う
に
全
部

員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を

果
た
し
、
部

活
と
し
て
一

つ
に
ま
と
ま

る
と
い
う
雰

囲
気
は
、
今

後
も
大
切
に

し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。

海
学
祭
を
終
え
て制

御
情
報
工
学
科
４
年

松
葉 

太
雅

全
国
高
校
総
体
少
林
寺
拳
法 

 

競
技
大
会
出
場

商
船
学
科
２
年

大
塚 

美
紗

東
海
地
区
高
専
大
会
ソ
フ
ト 

 

テ
ニ
ス
競
技
女
子
個
人
戦
優
勝

電
子
機
械
工
学
科
４
年

山
岡 

一
貴
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私
達
は
平
成
26
年
７
月
５
日
に
沼
津
高
専

で
開
催
さ
れ
た
第
52
回
東
海
地
区
高
専
大
会

空
手
道
競
技
に
参
加
し
ま
し
た
。
本
校
は
団

体
戦
と
個
人
戦
に
出
場
し
、
団
体
戦
で
は
組

手
の
部
で
優
勝
、
形
の
部
で
準
優
勝
と
な

り
、
総
合
の
部
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
個
人
戦
で
は
組
手
の
部
で
電

子
機
械
工
学
科
４
年
の
相
松
孝
君
が
準
優

勝
、
制
御
情
報
工
学
科
３
年
の
西
浦
勇
気
君

が
３
位
、
さ
ら
に
、
形
の
部
で
も
相
松
君
が

３
位
と
な
り
、
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

空
手
道
競
技
に
は
組
手
の
部
と
形
の
部
が

あ
り
ま
す
。
組
手
の
部
で
は
、
技
の
「
キ

メ
」、
特
に
強
さ
、
速
さ
、
正
確
さ
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
形
の
部
で
は
、
技
の

緩
急
、
技
の
「
キ
レ
」、
さ
ら
に
、
立
ち
方

な
ど
も
重
視
さ
れ
ま
す
。

　

空
手
道
は
「
礼
節
を
重
ん
じ
」「
和
を
尊

び
」「
不
撓
不
屈
の
精
神
力
と
強
靱
な
体
力
」

な
ど
を
培
う
厳
し
い
鍛
錬
の
道
で
も
あ
り
ま

す
。
現
在
、
私
達
は
三
重
県
大
学
高
専
大
会

で
団
体
組
手
の
部
２
連
覇
、
団
体
形
の
部
で

４
連
覇
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
連
覇
を
目
指

し
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
２
月
16
日
、
私
は
兵
庫
県
神
戸

市
の
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
甲
南
大
学
周
辺
コ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
た
『
第
25
回
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜

競
歩
大
会
』
に
出
場
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
日
本
陸
上
競
技
連
盟
主
催
の
大
会
で
、
参

加
標
準
記
録
が
あ
り
、
そ
の
記
録
を
突
破
し

た
全
国
の
選
手
が
出
場
し
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
全
国
大
会
は
初
め
て
の
経
験

で
し
た
。
緊
張
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
分

の
や
っ
て
き
た
事
を
信
じ
て
試
合
で
や
れ
ば

い
い
と
思
い
、
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

結
果
と
し
て
は
、
自
己
ベ
ス
ト
の
歩
き
が

出
来
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

レ
ベ
ル
は
と
て
も
高
く
、
入
賞
に
遠
く
及
ば

な
く
て
、
全
国
で
勝
負
す
る
こ
と
の
厳
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
来
年
は
更
に
順
位
と
記
録
を
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い

ず
れ
は
優
勝
を
狙
う
実
力
を
つ
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
今
の
課
題
を
ク
リ

ア
し
て
い
く
べ
く
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し

て
練
習
を
積
み
重
ね
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
沼
津
高
専
で
行
わ
れ
た
東
海
地
区

の
高
専
大
会
で
は
２
０
０
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
で

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
会
ま

で
、
部
長
を
中
心
に
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
、
チ
ー
ム
全
員
で
一
丸
と
な
っ
て
練
習
に

励
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

鳥
羽
商
船
の
水
泳
部
は
、
一
年
間
通
し
て

プ
ー
ル
で
練
習
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
夏

季
の
わ
ず
か
な
時
間
し
か
泳
ぐ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
限
ら
れ
た
期
間
で
内

容
の
濃
い
練
習
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
し

た
。

　

練
習
で
は
、
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が

部
員
同
士
で
励
ま
し
合
い
、
練
習
を
乗
り
切

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
緊
張
で
自
分
の
泳
ぎ
が
で
き

る
か
ど
う
か
不
安
で
し
た
が
、
チ
ー
ム
メ
イ

ト
や
顧
問
の
教
官
の
支
え
が
あ
り
、
優
勝
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
練
習
の
成
果
が
出

せ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
（
独
）
航
海
訓
練
所
の
大
型
練
習

船
で
の
実
習
と
日
程
が
重
な
り
全
国
大
会
に

は
出
場
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
来
年
も
必
ず
優
勝
し
て
、
全
国
大
会
に

出
場
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

第
52
回
東
海
地
区
高
専
大
会 

 
空
手
道
競
技
総
合
の
部
で
優
勝

電
子
機
械
工
学
科
４
年

中
野 

大
地

第
25
回
ジ
ュ
ニ
ア

選
抜
競
歩
大
会電

子
機
械
工
学
科
２
年

清
水 

勇
志

東
海
地
区
高
専
大
会
（
水
泳
）

２
０
０
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
で
優
勝

商
船
学
科
２
年

松
浦 

一
眞
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航
海
訓
練
所
で
の
大
型
練
習
船
実
習
中
の

生
活
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
て
来
た
生
活
と

は
全
く
違
っ
た
も
の
で
し
た
。
実
習
期
間
の

殆
ど
を
船
内
で
過
ご
し
、
時
に
は
何
日
間
に

も
わ
た
っ
て
長
い
航
海
を
す
る
。
航
海
中
は

三
交
代
制
で
当
直
に
入
り
、
そ
う
で
な
い
日

も
、
ほ
ぼ
毎
日
実
習
な
ど
で
実
際
の
船
で
の

経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん
な
生
活

は
、
私
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
に
な
る
と
と

も
に
、
多
く
の
知
識
を
私
に
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
を
決
め
る

前
に
大
型
船
実
習
を
経
験
出
来
た
こ
と
は
、

と
て
も
大
き
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

船
の
上
で
の
生
活
は
、
私
に
と
っ
て
は
と

て
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
が
、
そ
う
で
な
い

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
っ
た
向
き
不

向
き
を
今
の
時
期
に
身
を
も
っ
て
知
る
こ
と

で
、
船
乗
り
に
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
陸
上

で
働
く
の
か
、
そ
ん
な
重
要
な
決
断
の
た
め

の
大
き
な
指
針
と
な
り
ま
し
た
。

　

再
び
練
習
船
で
大
海
原
へ
繰
り
出
す
ま

で
、
次
の
実
習
を
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
た

め
に
も
、
海
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
学
校

で
の
座
学
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

８
月
22
日
か
ら
９
月
21
日
ま
で
の
１
か
月

間
、
航
海
訓
練
所
の
練
習
船
「
青
雲
丸
」
に

乗
船
し
て
、
神
戸
港
か
ら
東
京
港
ま
で
の
航

海
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
神
戸
港
を
出
発
す

る
際
に
は
、
実
習
生
の
家
族
や
そ
の
他
の
見

物
客
の
方
々
が
岸
壁
か
ら
、
更
に
は
遊
覧
船

に
乗
っ
て
見
送
り
に
来
て
く
だ
さ
り
、
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

乗
船
中
は
、
教
室
で
の
講
義
、
船
橋
で
の

見
張
り
や
操
船
、
機
関
室
で
の
機
械
の
操
作

や
見
回
り
を
行
い
、
船
や
海
へ
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。
ま
た
、
様
々
な
非
常
事
態
を
想

定
し
た
操
練
を
し
た
り
、
安
全
に
関
す
る
講

習
で
は
階
段
の
昇

り
降
り
の
仕
方
か

ら
教
わ
り
、
船
に

潜
む
危
険
や
海
難

の
恐
ろ
し
さ
も
知

り
ま
し
た
。

　

１
か
月
は
長
い

様
に
感
じ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、

慣
れ
て
し
ま
え
ば

あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
実
習
に
行
く
後
輩
の
皆
さ
ん

に
は
、
そ
の
限
ら
れ
た
期
間
で
、
自
分
は
航

海
士
か
機
関
士
か
、
船
乗
り
に
な
る
か
陸
で

働
く
か
、
自
分
の
進
路
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

航
海
訓
練
所
で
の
大
型
練
習
船
実
習

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
４
年　

鶴 

宗
一
郎

大
型
練
習
船
実
習
を
終
え
て

商
船
学
科
２
年　

清
川 

拓
己

入
学
後
に
英
語
が
不
得
意
な
学
生
に
対
し
て

最
長
1
年
間
の
英
語
を
学
ぶ
た
め
だ
け
の
ク

ラ
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

滞
在
中
、
幸
い
な
こ
と
に
Ｉ
Ｔ
Ｕ
と
学
術

交
流
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
学
生
諸
君
に
は
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
学
生
と
の
異

文
化
交
流
を
通
し
て
言
葉
や
会
話
の
重
要
性

を
理
解
し
、
非
英
語
圏
で
も
や
っ
て
い
け
る

（
で
き
た
）
と
い
う
自
信
と
経
験
を
も
っ
て

今
後
の
勉
学
や
就
職
活
動
に
あ
た
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
機

会
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
校
長
を
は
じ

め
教
職
員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
こ
で
得
た
知
識
や
経
験
を
今
後
の
教

育
・
研
究
に
生
か
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

　

高
専
機
構
の
在
外
研
究
員
制
度
を
利
用

し
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
１
年
間
、
ト
ル
コ

共
和
国
に
あ
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
工
科
大
学

（Istanbul T
echnical U

niversity: IT
U

）

で
客
員
教
授
と
し
て
、
海
上
交
通
と
操
船
に

関
す
る
研
究
に
従
事
す
る
機
会
を
得
ま
し

た
。
７
０
０
字
以
内
と
い
う
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
研
究
内
容
に
関
し
て
は
学
術
誌

（
例
え
ば
、T

he Proceedings of A
sia 

N
avigation Conference 2013

）
に
委
ね
、

こ
こ
で
は
簡
単
に
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
紹
介
を
し
ま

す
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
時
代
の

１
７
７
３
年
に
海
軍
の
技
術
学
校
と
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
５
つ
の
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
13
の
学
部
（
39
学
科
）
と
６
つ

の
研
究
所
、
そ
の
他
複
数
の
施
設
が
あ

り
、
ト
ル
コ
国
内
で
は
３
指
に
入
る
名

門
大
学
（
学
生
数
約
３
万
人
）
で
す
。

ト
ル
コ
の
公
用
語
は
ト
ル
コ
語
で
す

が
、
船
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多
様

に
変
化
す
る
国
際
社
会
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
に
は
英
語
力
が
不

可
欠
と
の
考
え
か
ら
、
大
半
の
授
業
が

英
語
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

海
外
研
修
報
告

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
准
教
授　

瀨
田 

広
明



新任教職員紹介

実
習
・
研
修

技
術
職
員
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

11

　

技
術
職
員
の
吉
岡
で
す
。
現
在
は
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
は
、
各
学
科
の
実
験
・

実
習
の
技
術
支
援
を
業
務
と
す
る
「
技
術
支

援
部
門
」
と
企
業
等
と
の
共
同
研
究
、
受
託

研
究
、
技
術
相
談
な
ど
を
行
う
「
地
域
連
携

部
門
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
技
術
支
援
部
門
に
つ
い
て
紹
介
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

技
術
支
援
部
門
は
、
電
気
・
電
子
・
情
報

部
門
、
機
械
工
作
部
門
、
舟
艇
・
原
動
機
部

門
、
鳥
羽
丸
部
門
の
４
班
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
技
術
支
援
部
門
で
の
業
務
は
主
に
学
科

の
実
験
・
実
習
支
援
、
教
員
研
究
支
援
、
依

頼
加
工
業
務
、
各
科
卒
業
研
究
支
援
、
各
種

コ
ン
テ
ス
ト
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

実
験
実
習
で
は
一
歩
間
違
え
れ
ば
大
け
が

を
す
る
作
業
も
あ
る
の
で
厳
し
く
指
導
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
技
術
職
員
は
安
全
に

実
験
実
習
を
行
う
た
め
の
管
理
を
し
て
い
る

の
で
教
職
員
の
注
意
を
よ
く
聞
い
て
安
全
に

実
習
を
受
け
て
、
よ
り
多
く
の
こ
と
を
身
に

付
け
て
学
ん
で
下
さ
い
。

技
術
職
員

（ 

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス

平
成
16
年
度
卒
業
）

吉
岡 

裕
也

　

４
月
に
兵
庫
教
育
大
学
か
ら
着
任
し

て
、
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。
大
学
と
研
究

所
の
経
験
は
あ
り
ま
す
が
、
初
め
て
の
高

等
専
門
学
校
勤
務
と
い
う
こ
と
で
、
と
て

も
新
鮮
な
気
持
ち
で
毎
日
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

出
身
地
が
お
隣
の
奈
良
県
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
鳥
羽
は
思
い
出
多
い
地
で
す
。

学
生
の
時
に
訪
れ
た
神
島
、
家
族
と
行
っ

た
鳥
羽
水
族
館
等
々
。
今
で
も
当
時
の
記

憶
が
蘇
っ
て
き
て
、
胸
が
熱
く
な
っ
て
き

ま
す
。
こ
の
鳥
羽
の
地
で
勤
務
で
き
る
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
兵
庫
教
育
大
学
で
は
入
試
を
担

当
し
て
い
ま
し
た
が
、
入
試
相
談
会
で
、

高
校
生
や
保
護
者
の
方
々
と
お
話
を
し
て

い
て
強
く
意
識
し
た
こ
と
は
、
相
手
に
理

解
し
て
も
ら
え
る
説
明
が
で
き
て
い
る

か
。
ま
た
、
様
々
な
ご
事
情
等
を
正
確
に

捉
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
生
徒
さ
ん
の
人
生
を
左
右
す
る

こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
は
、
全
て
の
基
礎
と
な
る
大
事

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
と
共
通
理
解
を
念
頭
に
置
き
、

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
部
長豆

本 

博
一

　

平
成
26
年
6
月
1
日
か
ら
、
母
校　

鳥

羽
商
船
高
等
専
門
学
校
、
練
習
船　

鳥
羽

丸
の
船
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ど
こ
か
に
、〝
男
の
夢
は
航
海
〟
と
い

う
宣
伝
の
活
字
が
あ
っ
た
よ
う
な
記
憶
が

あ
り
ま
す
。

随
分　

長
い
間
、
世
界
中　

航
海
を
し
ま

し
た
。

若
い
頃
（
20
代
）、
こ
ん
な
船
員
生
活
を

し
て
い
て
い
い
ん
だ
ろ
う
か
？
と
迷
っ
た

事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
れ
で
良

か
っ
た
。
…
…
と
い
う
答
で
す
。

　

な
か
な
か
、
言
葉
で
は
表
現
が　

難
し

い
の
で
す
が
、
例
え
ば
、
見
知
ら
ぬ
諸
外

国
、
各
港
等
の
記
憶
よ
り
も
、
大
西
洋
の

ど
真
ん
中
、
唯
、
空
と
海
、
風
力
３
、
航

跡
、
と
い
っ
た
〝
シ
ン
プ
ル
〟
が
、
強
い

残
照
。
ま
さ
に
、〝
男
の
夢
は
航
海
〟
で

す
。

　

外
航
船
の
実
務
、
経
験
、
そ
の
他
に
つ

い
て
、
学
生
の
将
来
の
参
考
に
な
る
よ
う

に
、
役
に
立
て
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

練
習
船
鳥
羽
丸
船
長

松
井 

茂
春

　

本
年
５
月
よ
り
練
習
船
鳥
羽
丸
の
一
等

航
海
士
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
齊
心
俊
憲

（
さ
い
し
ん
と
し
か
ず
）
と
申
し
ま
す
。

　

平
成
元
年
に
本
校
航
海
学
科
を
卒
業

し
、
高
速
船
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
及
び

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
な
ど

に
乗
船
勤
務
、
ま
た
運
航
管
理
及
び
船
員

人
事
担
当
の
陸
上
勤
務
を
し
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
度
、
約
25
年
ぶ
り
に
母
校
に
戻
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
学
生
時
代
を
思
い

返
し
ま
す
と
、
親
元
を
離
れ
戸
惑
っ
た
寮

生
活
、
機
関
学
科
の
一
ク
ラ
ス
が
電
子
機

械
工
学
科
へ
改
組
及
び
女
子
学
生
の
入

学
、
カ
ッ
タ
ー
部
に
て
鳥
羽
主
催
の
高
専

漕
艇
大
会
で
優
勝
し
た
こ
と
、
学
生
会
役

員
で
の
海
学
祭
の
運
営
な
ど
、
今
も
鮮
明

に
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

　

鳥
羽
丸
に
来
た
学
生
に
将
来
の
目
標
を

訊
き
ま
す
と
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
学
生
は

「
船
に
乗
り
た
い
で
す
。」
と
答
え
て
く
れ

ま
す
。
時
代
は
変
わ
っ
て
も
商
船
学
科
の

本
質
は
変
わ
っ
て
な
い
と
実
感
し
て
お
り

ま
す
。

　

そ
ん
な
頼
も
し
い
学
生
に
、
海
上
勤
務

及
び
陸
上
勤
務
で
得
ら
れ
た
経
験
や
知
識

な
ど
を
、伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

練
習
船
鳥
羽
丸

一
等
航
海
士

齊
心 

俊
憲
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　学校だより第81号をお届け致します。

　本号では、学内、学外、そして世界で活躍する学生の姿をお送り致しております。

　明治期の創立以来、時代は移れども、常に世界と向き合い歩んできた本校ならびに本校学生。

その活躍を、その時々のほんの一部でもお伝えできていれば、幸いです。

　本号におきましても、多くの方に記事をお寄せいただきました。有難うございました。

（増山記）

編集後記

　平成26年10月23日（木）に全2年生のフィールドワークを
実施しました。教育活動の一環として、社会に対する視野を
広めさせることを目的としています。
　青山高原ウィンドファームを見学し、伊賀市のホテルで
テーブルマナー講座を受講しました。

フィールドワーク

NPO法人　故郷の海を愛する会を後援
　平成26年度専攻科（海事システム学専攻）入学式が去る10月1日（水）10時30分から
本校専攻科棟マルチメディア教室において挙行されました。今年度は、第10期生と
なる2名を迎えました。式では、藤田校長の式辞の後、入学生を代表して下薗夏海さん
から挨拶がありました。入学生は新たな希望を胸に、式場をあとにしました。

平成26年度専攻科（海事システム学専攻） 入学式挙行

　平成26年10月22日（水）～10月24日（金）に電子機械工学科4年生、平成26年11月5日（水）～11
月7日（金）に制御情報工学科4年生の工場見学を実施しました。就職活動の一環として、企業に
おける実践的な技術を見聞することにより、技術系の仕事と企業への理解を深めることを目的と
しています。電子機械工学科は、トヨタ産業技術記念館、日産自動車（株）追浜工場、（独）海洋研究
開発機構横浜研究所を、制御情報工学科は、富士電機（株）三重工場、（株）NTTデータINFORIUM
豊洲イノベーションセンタ、富士通（株）沼津工場を見学しました。

工場見学

練習船「鳥羽丸」で行く、造船所見学

海学祭に参加し郷土の偉人近藤真琴の
業績を学ぼう

平成26年7月25日（金）

平成26年11月2日（日）

学校通信

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成26年5月1日付け）
【教　員】●採用

　　　　　商船学科助教（鳥羽丸一等航海士）  齊心　俊憲
【職　員】●採用

　　　　　学生課学生生活係技術補佐員           中田　絵美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成26年5月31日付け）
【職　員】●転出

　　　　　三重大学施設企画チーム係長　　   穗積　親憲（総務課専門職員）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成26年6月1日付け）
【教　員】●採用

　　　　　商船学科准教授（鳥羽丸船長） 松井　茂春

【職　員】●転入（高専間配置換含む）
　　　　　総務課施設係長　秦　克之（三重大学国際環境教育研究センター支援室係長）
　　　　●兼務解除
　　　　　総務課調達係長　福田　雄一 （兼務：総務課施設係長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （平成26年7月1日付け）
【職　員】●昇任

　　　　　練習船鳥羽丸操機長　大山　哲（操機手）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （平成26年8月1日付け）
【教　員】●併任等

　　　　　・寮務主事　　澤田　圭樹
　　　　　・寮務主事補　今井　康之
　　　　●併任解除
　　　　　冨澤　　明（寮務主事）

【職　員】●採用
　　　　　総務課企画地域・連携係有期雇用職員　　宮嶋　恭子

鳥羽商船高等専門学校　http://www.toba-cmt.ac.jp
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●校長式辞
●就職・進学
●国際交流
●明治時代の本校関連史料の発見
●学生活動の紹介
●大型練習船実習
●海外研修報告
●新任教職員紹介
●学校通信名古屋港での鳥羽丸による本校PR活動

Microsoft主催　Imagine Cup 2014 に日本代表で出場

海 学 祭 商船学科卒業式

公開講座一覧 サイテクランド in 鳥羽商船

開 催 日講 座 名

Wiiリモコンでゲームプログラミング（中学生）

LEGOで自動走行ロボットを作ろう（中学生）

君が船長　船でGo！（小学生）

手作り太陽電池（中学生）

NC工作機械でキーホルダーを作ろう（小学生） 8月21日（木）

8月25日（月）mini水車を作って、水道水で発電しよう！（中学生）

出前授業一覧

ラミネーターでオリジナル下敷きを作ろう

LEGOロボットを作ろう（初級）及び鳥羽丸見学

LEGOロボットを作ろう（機械）

その他の講座
開 催 日講 座 名

開 催 日講 座 名

練習船「鳥羽丸」の一般公開と体験航海（四日市港まつり） 8月3日（日）

8月6日（水）

みんなでたのしく遊ぼう！  ロボット教室
（池上地区青少年健全育成会）

みえアカデミックセミナー 2014

10月23日（木）AED講習（鳥羽市一斉避難訓練）

10月25日（土）

練習船「鳥羽丸」による名古屋港PR活動及び一般公開 11月8日（土）
11月9日（日）

7月25日（金）

8月26日（火）

10月27日(月）

体
験
型
学
習

8月18日（月）

8月19日（火） 

8月20日（水）

8月20日（水）
8月21日（木）

公開講座・出前授業実施

教 職 員 の 人 事 異 動


